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二次方程式、三角関数、ベクトル―。

「数学なんて、それを仕事に生かせる

理系の人だけ学べばよいではないか」。

数学が苦手な文系人間ほど、そう考え

てしまうものかもしれない。ところが

本書の著者、永野氏は「数学には、そ

れを通じて学べる普遍的な物の見方や

考え方、どんな問題にも使える問題解

決へのアプローチが含まれている」と

説き、文系理系問わず学ぶべきだと言

う。東京大学大学院宇宙科学研究所（現

JAXA）で宇宙研究に携わったことが

あり、現在は数学塾を経営しながらプ

ロのオーケストラ指揮者でもあるとい

う、一風変わった経歴の「理系人材」

である著者にそう言われると、本書を

手に取ってみたくなる。

このテーマを「文系読者」にもわか

りやすく伝えるために選ばれた題材が、

整数と確率だ。「1、2、3……」と物

を数える際、“自然”に使ってきた正

の整数を自然数というが、本書ではこ

の自然数を中心に扱う。「整数は子ど

ものころから誰もが親しんでいる。一

方で天才数学者ガウスが『女王』に喩

えるほど、その本質は気高く、美しい

ものです」（永野氏）。敷居は低いのに

奥が深い。初心者にうってつけの題材

なのだ。

もう1つの確率は、「これほど直観

と、数学的に導かれる真実が食い違う

分野はないかもしれない」（永野氏）

ことから題材に選ばれた。問題解決に

直観が役立つことは多いが、しばしば

間違うこともある。直観が通用しない

問題であっても、論理的に思考を積み

重ねれば正解にたどりつける。それを

確率からは実感できるという。

本書では確率について、「モンティ

ー・ホール」と呼ばれる問題が紹介さ

れる。「ゲストの前に3枚のドアがあ

る。1枚のドアだけが当たりで、ゲス

トはまず3枚のうち1枚のドアを選ぶ。

ゲストが選んだ後、答えを知っている

司会者が、外れのドアのうち1枚を開

く。その後、ゲストはドアを変えるべ

きか？　変えないほうが得か？」とい

う問題だ。さて、あなたの直観が正し

かったかどうかは、ぜひ本書を読んで

確かめてみてほしい。

また、整数では因数分解を題材の1

つに挙げている。

x2 +（a+b）x+ ab =（x+a）（x+b）

といった公式が出てくる分野だが、

これは足し算（和）の形の式を掛け算

（積）に直すことで、情報を増やして

問題解決につなげる計算なのだ。

一方、ビジネスの世界でよく使われ

る、縦横のマトリックス図がある。本

書では製品と市場を縦横にとる、PM

マトリックスが例示されるが、マトリ

ックス図も縦横違う要素の掛け合わせ

から解決策を見いだすアプローチだと

いう。つまり因数分解もマトリックス

図も、“掛け算”を問題解決に活用し

ている点で共通しているのだ。

このように本書は、数学の世界に見

いだせる、ビジネスにも応用が利く

17の普遍的な問題解決アプローチを

紹介していく。「日頃直観に頼りがち

だ」という読者の方にこそ、一読をお

薦めしたい。
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『問題解決に役立つ数学』

畑違いに学ぶ人事の知恵

異分野にこそ、新しい発想のタネがある。人
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